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研究会報告
臨界的なふるまいの現われに関する最近の重要な問題とも関わっている｡これらについ
て統一的な理解が進むことが待たれる｡
一方､軌道自由度とスピン自由度の大きな違いは､前者の場合､格子とのカップリン
グが強くなることである｡軌道のエネルギーが縮退していても､格子変形によってその
縮退がとかれると､軌道モーメントはクエンチされてしまい､多体的な量子液体状態に
なることは難しい｡格子の動的なゆらぎも含んで､格子とスピンがカップルした形で多
体的な量子状態に落ち込む可能性もないわけではないが､これはスピンの場合よりも格
段に困難な課題であり､解明は進んでいない｡
これに関連して興味深いのはLaTi03のG型反強磁性状態をどう理解するかという問
題である｡LaTi03ではヤーンテラー歪が検出されておらず､軌道が秩序化しているのか
どうかわかっていなかった｡G型反強磁性が出現するためには､軌道モーメントがクエ
ンチされて､スピン軌道相互作用が働いていないことが期待される｡最近になって､こ
の系で､何らかの原因から生じた酸素の格子歪により3軸型の結晶場が生じて､t2g
軌道の縮重が解消して｢強的｣な軌道秩序が生じ､このため G型反強磁性が安定化され
るという提案【7]と量子軌道液体が生じているという考え【8]が検討された｡しかしなが
ら､ごく最近になって上で述べたGdFeO3型の歪にともなって生じる希土類イオンの変
位がTiの3d軌道に結晶場分裂を引き起こし､これによって縮退が解消して軌道のモー
メントはクエンチされ､G型のスピン反強磁性が説明されるということがわかった【9】｡
GdFeO3型の歪が場合によってはヤーンテラー歪と競合しながら､軌道の縮重をとくメ
カニズムになるという興味ある結果である｡このようにモット絶縁相においては､格子
とのカップリングによって､軌道縮重をとくメカニズムがいくつも競合している｡この
ため､量子液体のようなエキゾチックな量子状態を実現できる可能性は大変に少ないと
考えられる｡
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